
保育施設等の名称

保育施設等の種別

保育施設等の所在地

保育施設等の
電話番号

交通手段

送迎用駐車場

月～金曜日

土曜日

休日

保育施設等の休所日

入所定員

受入可能年・月・週齢

食材料費 主食費 円

　 副食費 円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　台）

　

無償

備考

病児・病後児保育

費用

利用者負担額（保育料）
0～2歳児クラス

原則、父母の市町村民税所得割額によって決
定。詳しくは「教育・保育給付認定における利用
者負担額等（月額）」を確認ください。

保育サービス内容

保育サービス名 有無 内容（利用年齢、利用時間、詳細料金など）

特別支援保育

延長保育
利用年齢等制限

（制限内容は右欄記載）

休日保育

3～5歳児クラス

3～5歳児クラスのみ（月額）

その他

令和7年4月1日における保育施設等の概要（令和6年10月1日の照会に基づく）

空飛ぶくぢら保育所

小規模保育事業（Ａ型）、一時預かり事業（３歳以上児）、延長保育事業

仙台市若林区木ノ下４丁目8-6

022-295-7057

仙台市地下鉄東西線　薬師堂駅より徒歩８分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　3　台）

開所時間

短時間の利用時間帯 標準時間の利用時間帯 延長保育時間

８時30分～１6時30分 7時30分～１8時30分 18時30分～１9時30分

８時30分～１6時30分 7時30分～１8時30分

日曜日、祝日及び年末年始（12月29日～1月3日）

21人（小規模保育事業　11人、一時預かり事業　10人）

生後4カ月～

有 無

有

有

有

無

無

無

有 無

有 無



開設年月

敷地面積

建物面積

建物構造

児童の安全確保に
向けた取り組み

病児・病後児保育

・年２回の不審者対応訓練を行っている。うち１回は、外部講師による指導をうけています。

平成30年4月1日

207.27㎡

90.91㎡

木造（耐震）

園庭
園庭の有無

遊具等 山小屋あり

保育サービス内容

一時預かり

利用可能年齢：3歳以上児から
利用料金：3歳以上児1日1,200円
※半日利用の場合は半額。
※給食費は300円／日

地域子育て支援センター

有

有

有

無

無

無

有 無



経営主体名称

経営主体代表者

施設長名（所長,園長）

常勤 非常勤 常勤 非常勤

施設長 1名 0名 栄養士 1名 0名

副園長 0名 0名 調理員 0名 1名

保育士 5名 3名 その他 0名 0名

保健師・看護師 0名 0名 合計 7名 4名

保育施設等の方針

昼食

１３　時　００　分 午睡

１５　時　３０　分 おやつ

１７　時　００　分 帰りの会

保育施設等の１日
※行が不足する場合
は追加してください。

時間帯 保育内容

７　時　３０　分 登所・自由遊び

９　時　３０　分 朝の会・おやつ

１０　時　３０　分 お散歩・制作活動

１１　時　４５　分

１８　時　３０　分 延長保育

１９　時　３０　分 延長保育終了

特定非営利活動法人　空飛ぶくぢらの会

代表理事　鈴木　歌織

杉内　香織

種別従業員者数

・よく食べ、よく遊び、よく眠る
・大家族のような雰囲気の中で、みんなで育ち合う
・親も子も色々な体験を通して、共に成長を喜び合う
・人を思いやる、いたわるなどの心の根っこを育てる



施設長からの一言

保育施設等
ホームページ

その他

http://www.kudirahoiku.com

・小規模卒園後も継続して小学校入学までご利用できます。（一時預かり継続的利用）
・園庭があり、雨の日も屋根の下で戸外遊びを楽しむことができます。夏は、泥遊びや水遊びを
　楽しみます。
・晴天時は、お散歩に行き、季節を感じることを大切にしています。
　（薬師堂や連坊、若林図書館方面など）
・紙おむつの処理費用は、無料です。
・給食やおやつは、季節の食材を使用した和食が中心で、所内にある調理室で調理員さんの
　手作りご飯を提供しています。
・連携施設は、エコールノワール幼稚園、どろんこ保育園です。
・見学希望の際は、事前にお電話ください。

12月 ウィンターフェス（発表会）

1月

2月 個人面談

9月

10月 健康診断、親子遠足

11月

運動会、引き渡し訓練

6月 個人面談

7月 くぢらまつり

8月

保育施設等の
年間行事

月 行事内容

4月 健康診断

5月

3月 進級式・卒園式

空飛ぶくぢら保育所は、昭和４７年に子育てをしながら働く保護者の支援をするため、「共同保育所」とし
て開所しました。令和４年度には、５０周年記念行事を行い、初期の卒園生や保護者との交流の機会も
ありました。多様化する保育支援の中、変わらず家庭的で温かい環境を大切にし、親も子も共に成長で
きる場所であり続けたいと思っています。また、０歳児から５歳児までの異年齢児が一緒に生活すること
で、思いやりの心やいたわりの気持ちが育ってほしいと願っています。

http://www.kudirahoiku.com/

